名古屋女子大学学生の体力に関する調査報告 by 鈴木 和代 & 豊田 裕子
－ －165
名古屋女子大学 紀要 49（人・社） 165～175 2003
名古屋女子大学学生の体力に関する調査報告
鈴木 和代・豊田 裕子 *
An Investigative Report about the Physical Fitness of Students of NagoyaWomen’s University




































反復横とび 名女大 全国値人数 平均値 標準偏差 人数 平均値 標準偏差
85年度 144 41.94 3.25 1777 39.89 4.83
86年度 196 41.86 2.94 1855 40.40 4.46
87年度 176 42.01 2.79 1927 39.67 5.06
88年度 204 42.55 3.14 1953 39.82 4.84
89年度 175 40.94 3.49 1924 39.65 5.23
90年度 186 41.80 3.12 1874 39.32 4.81
91年度 254 41.15 2.98 2019 39.60 4.60
97年度 37 38.84 3.66 1941 38.88 5.05

















垂直とび 名女大 全国値人数 平均値 標準偏差 人数 平均値 標準偏差
85年度 144 43.74 5.64 1781 42.68 6.29
86年度 196 46.12 5.74 1854 42.85 6.23
87年度 176 43.91 5.04 1932 42.53 6.31
88年度 204 44.26 5.70 1957 42.66 6.30
89年度 175 44.56 5.63 1928 42.60 6.29
90年度 186 43.55 6.33 1881 41.99 6.64
91年度 254 44.03 5.14 2022 42.80 6.52
97年度 37 41.56 5.83 1947 41.68 6.43





背筋力 名女大 全国値人数 平均値 標準偏差 人数 平均値 標準偏差
85年度 144 92.89 17.89 1744 85.49 19.46
86年度 196 89.54 17.81 1855 85.14 18.84
87年度 176 88.83 16.47 1935 82.59 18.31
88年度 204 88.50 16.44 1957 84.88 19.15
89年度 175 88.20 19.43 1924 84.27 19.77
90年度 186 90.15 19.68 1885 82.21 19.69
91年度 254 85.93 17.36 2013 81.82 18.11
97年度 37 76.30 18.74 1944 78.18 18.48
99年度 107 69.51 14.78 －
表４ 握力の推移
握力 名女大 全国値人数 平均値 標準偏差 人数 平均値 標準偏差
85年度 144 29.42 4.44 1737 29.15 4.75
86年度 196 29.65 4.05 1844 29.37 4.65
87年度 176 28.95 3.64 1933 28.82 5.02
88年度 204 28.41 4.14 1937 29.08 4.75
89年度 175 29.26 4.45 1917 28.76 4.97
90年度 186 28.86 4.28 1871 28.44 4.96
91年度 254 28.14 3.81 2004 27.99 4.67
97年度 37 26.95 5.27 1917 26.76 5.10





伏臥上体そらし 名女大 全国値人数 平均値 標準偏差 人数 平均値 標準偏差
85年度 144 56.77 7.38 1742 56.02 7.99
86年度 196 55.91 6.52 1856 56.49 7.65
87年度 176 57.59 6.16 1935 55.45 7.63
88年度 204 55.87 6.35 1956 56.09 7.81
89年度 175 54.49 6.82 1910 55.24 8.13
90年度 186 55.16 7.62 1885 55.44 7.91
91年度 254 55.08 7.29 2019 54.31 7.88
97年度 37 54.97 7.62 1944 53.69 8.26






立位体前屈 名女大 全国値人数 平均値 標準偏差 人数 平均値 標準偏差
85年度 144 16.51 4.87 1775 16.32 5.26
86年度 196 16.66 4.98 1841 16.38 5.25
87年度 176 16.59 5.41 1906 15.90 5.48
88年度 204 15.62 5.25 1958 15.62 5.59
89年度 175 15.91 4.65 1921 15.30 6.04
90年度 186 16.60 5.56 1888 14.69 5.96
91年度 254 14.67 5.15 2021 14.53 6.16
97年度 37 14.87 6.92 1950 13.24 6.47
99年度 107 11.47 7.27 －
図６ 立位体前屈の推移
表７ 踏み台昇降の推移
踏み台昇降 名女大 全国値人数 平均値 標準偏差 人数 平均値 標準偏差
85年度 144 61.71 10.23 1483 60.86 11.15
86年度 196 66.20 10.56 1696 60.58 10.70
87年度 176 63.73 9.80 1897 59.54 10.53
88年度 204 61.69 10.23 1791 60.06 10.19
89年度 175 63.37 10.93 1827 61.05 11.06
90年度 186 64.04 11.14 1800 60.13 10.06
91年度 254 63.95 10.97 1856 62.09 10.95
97年度 37 65.68 10.81 1700 62.09 11.56






































テスト 89年度 99年度 有意差
反復横とび
（回）
























平均値 63.37 64.86 NS
標準偏差 10.93 11.48
＊＊：１％水準 NS：有意差なし
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Ⅳ．まとめ
以上のように1985年度以降の各項目の平均値の推移や89年度と99年度の比較から、本学学
生の１年入学時における体力の低下は明らかである。そしてこの傾向は本学だけでなく他の大
学や全国値においても同様にみられる。低下傾向が始まる91年は、85年頃に体力の低下が指摘
された児童が大学生になる時期と一致し、また背筋力や伏臥上体そらしなど自分の体を支える
ための筋力や筋持久力の低下と、地面や電車の床に腰を下ろす若者の増加についても一致して
いるように思われる。十代半ばから後半にかけてはもっとも体力が高まる時期であり、高めて
おかなければならない時期である。
今回は本学学生の体力の現状を報告するにとどまったが、今後学生の体力低下と運動や生活
習慣との関わりなどについて検討を加え、どのように対処していくべきかを考えることが課題
となろう。
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